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くりをめざします

たしガ特の域地

努力を傾注します」と町政執行方針を、続いて遠

藤教育長が「変ぼう著しい今日の社会に対応 し、

生涯学習の観点に立って学校教育、社会教育の推

進をしますJと教育行路持kn方針を各々述べました。

今月号では、新年度予算のあらましをご紹介し

ますので、町づくりに町民のみなさんのご理解と

ご協力をお願いします。

平成 3年度予算は、 3月 5自力、ら 13日 (中 7日

問)まで開催された第一固定例町議会で慎重審識

されました。

その結果、 一般会計、特別会計合わせて88憶2

干 603万円の予算が決まりました。

初 日の本会識では、村本町長が 「地域の特性を

生カ、した魅力ある地位車づく り推進のため、 最善の• 4・

間
山
村
振
興
事
擁

英
利
河
ダ
ム
周
辺
町
強
備
事
業
の

一
環
と
し
て
、
平
成
元
年
度
に
時
拍
手

し
、
同
二
年
度
に
お
い
て
中
央
管
理

セ
ン
タ
ー
の
完
成
を
み
た
緑
地
等
利

用
施
設
整
備
事
業
の
本
年
度
の
事
業

と
し
て
多
目
的
広
場
、
遊
歩
道
、
連

絡
道
な
ど
の
護
備
と
案
内
板
、
防
犯

灯
の
設
置
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

川
林
業
振
興

新
規
事
業
と
し
て
、
林
業
労
働
者

育
成
を
目
的
と
し
た
林
業
退
職
金
共

済
制
度
へ
の
加
入
に
伴
う
掛
金
の

一

部
助
成
の
た
め
の
林
業
労
働
者
就
労

安
定
対
策
事
業
。

継
続
事
業
と
し
て
、
野
そ
駆
除
促

進
奨
励
事
業
、
維
茸
栽
培
促
進
事
業
、

保
育

(枝
打
)
促
進
奨
励
事
業
、
間

伐
実
施
事
業
等
の
推
進
に
必
要
な
予

算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

町
有
林
の
造
成
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
議
林
施
般
計
画
に
基
づ
き
新

制
三
お
、

補
地
七
口
、
下
刈
八
十
三

伝
、
除
問
伐
十
七

P
を
主
体
に
野
そ

駆
除
、
作
業
路
補
修
等
を
計
画
。

林
道
事
業
と
し
て
、
継
続
事
業
の

普
通
林
道
小
原
線
は
本
年
度
一卒
業
を

も
っ
て
完
了
、
林
業
構
造
改
善
事
業

で
実
施
の
ブ
イ
タ
ウ
ン
ナ
イ
線
に
つ

き
ま
し
て
は
、
継
続
事
業
を
も
っ
て

本
年
度
も
実
施
予
定
で
す
。
さ
ら
に
、

道
が
実
施
主
体
の
美
利
河
、
極
川
閉

め
広
域
基
幹
林
道
を
継
続
で
笑
施
、

現
状
の
と
こ
ろ
平
成
五
年
度
完
成
を

回
途
と
し
て
お
り
ま
す
。

川
土
地
改
良
事
業

国
悩
北
桧
山
右
岸
地
区
芭
帥
聞
か
ん

が
い
掛
水
事
業
で
あ
り
ま
す
が
、
昨

年
度
で
卒
業
完
了
と
な
り
ま
し
た
が
、

土
地
改
良
区
へ
の
加
入
に
つ
い
て
、 (要約)

千
成
三
年
第

一
回
定
例
町
議
会
に

あ
た
り
、
町
政
執
行
に
対
す
る
所
信

と
地
本
的
な
万
針
を
申
し
上
げ
‘
議

会
を
は
じ
め
町
民
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
払
も
町
民
皆
同
叩
の
岐
か
い
ご
支
級

を
受
け
、
昭
和
六
十
二
年
五
月
一
日

か
ら
町
政
を
担
い

、

一
期
四
年
の
任

期
最
後
円
予
算
編
成
を
了
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

本
年
皮
肉
子
抑
編
成
に
あ
た
り
ま

し
て
は
厳
し
い

財
似
の
中
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、

H

今
金
町
内
特
性
を
生
か

し
た
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
を
披
進
ψ

す
る
た
め
、
継
続
事
業
の
ほ
か
、
行

政
的
中
断
を
避
け
る
た
め
必
嬰
と
認

め
た
も
の
及
び
卒
業
申
税
上
や
む
を

得
な
い
も
の
は
、
所
要
の
措
置
を
講

じ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
理
解
を
願
い

平成3年度執行方針

ま
す
。

ま
た
、
来
る
四
月
に
は
改
選
期
を
控

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
政
策
的
事
業
に

配
思
す
べ
き
財
源
を
留
保
し
、
町
経
済

的
活
性
化
を
推
進
す
る
た
め
、
備
荒

資
金
組
合
積
立
金
三
億
円
を
支
消
し
、

財
政
測
強
基
金
か
ら
も

一
億
五
千
万

円
を
と
り
く
ず
し
、
加
極
的
な
予
算

編
成
を
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
結
川
市
、

一
般
会
計
予
抑
は
五

十
七
億
八
千
七
百
九
十
六
万
円
と
な

り
、
前
年
度
当
初
対
比
で
は
僅
か
に

0
・
六
行
下
回
る
梢
極
型
骨
格
子

n

力強〈執行方針を述べる村本町長

期
成
会
と
数
度
に
わ
た
り
理
解
を
仰

る
よ
う
協
慨
を
毘
ね
て
ま
い
り
ま
し

た
が
ぶ
マ
金
土
地
改
良
区
へ
の
加
入
、

維
持
伯
理
及
ぴ
事
業
費
負
担
に

つ
き

ま
し
て
は
、
理
解
を
伴
ら
れ
る
よ
う

取
り
進
め
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
.

国
営
今
金
東
部
地
区
内
民
地
開
発
事

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
二
年
度

ま
で
の
進
渉
率
は
七
二

-
五
%
で
あ

り
ま
す
。
本
年
度
工
事
と
し
て
七
億

円
を
予
定
し
、
民
地
造
成
十
五
口
、

雑
用
水
施
設

(取
水
、

浄
水
、
配
水

池
、
各

一
ケ
所
、
配
水
m
H
路
六
千
灯
、

管
理
用
泊
山
町
五
百
灯
)
ま
た
脱
道
工

事
と
し
て
、
幹
線
牒
道

(
改
良
一
千

八
十
五
灯
、
制
袋
凶
干
υ
川)
支
線
県

道
(第
三
号
支
似

一
千
六
百
六
十
幻
)

の
実
施
干
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

国
営
利
別
川
地
区
直
結
か
ん
が
い

排
水
事
業
に
つ
き
ま
し
て
、
美
利
河

ダ
ム
関
連
卒
業
と
し
て
、
昭
和
五
十

六
年
よ
り
全
体
実
施
設
計
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
美
利
河
ダ
ム

が
本
年
度
完
了
と
な
り
ま
す
の
で
、

国
か
ら
強
く
沼
工
を
求
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
町
と
い
た
し
ま
し
て
は

近
年
同
地
球
全
休
の
温
順
化
傾
向
に

よ
る
水
不
足
が
ま
す
ま
す
進
む
と
巧

え
ら
れ
ま
す
の
で
、山困
撲
経
営
且
ぴ

生
活
環
境
か
ら
見
て
も
、
最
も
水
資

制
仰
の
雌
保
は
重
要
で
あ
り
ま
す
の
で
、

地
元
負
姐
軽
減
対
策
及
び
事
業
費
負

制
成
と
な
り
ま
し
た

ー

産
業
振
興
の
推
進

川
畑
作
振
興
事
業

新
規
事
業
と
し
て
、
畑
作
円
必
幹

作
目
で
あ
る
馬
鈴
誕
の
収
穫
、
選
別

に
お
け
る
労
働
力
の
確
保
が
容
易
で

な
い
現
状
か
ら
、
こ
れ
に
対
応
す
る

た
め
、

二
戸
以
上
の
農
家
が
共
同
で

購
入
す
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
収
政

機
械
導
入
資
金
の
据
世
期
間
中
の
利

子
相
当
分
の

一
部
助
成
を
お
こ
な
う

馬
鈴
箸
収
峻
省
力
化
対
策
事
業
、
畑

地
の
透
排
水
条
併
路
側
、
改
普
を
目

的
と
し
、
そ
の
資
材
質
に
助
成
す
る

畑
地
暗
渠
排
水
対
策
事
業
、
堆
肥
投

入
に
よ
る
土
づ
く
り
対
策
の
た
め
の

堆
肥
盤
設
置
卒
業
、
営
農
集
団

(農

事
組
合
)
の
効
率
的
な
再
編
を
図
る

た
め
の
営
農
集
団
育
成
事
業
、
道
が

策
定
し
た
が
イ
ド
ポ
ス
ー
に
沿
っ
た

事
業
と
し
て
、
高
収
益
作
物
内
導
入

研
究
、
販
路
拡
大
対
策
等
を
実
践
す

る
ガ
イ
ド
ポ
ス
ト
地
域
実
践
事
業
等

を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

ω水
田
農
業
確
立
対
策

本
年
度
が
後
期
対
策
的
二
年
目
、

農
林
水
産
省
に
お
い
て
は
平
成
三
年

皮
肉
転
作
目
標
面
相
を
前
年
度
と
同

じ
八
十
三
万
P
に
侭
置
く
ニ
と
に
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
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率減地増 減 金 額度年度 3 年前名言十会

ム 0.5%28，988 ム5，787，968 5，816，956 言十会般

同
農
業
情
造
改
善
対
策
事
業

制
川
、
神
丘
町
両
地
区
に
榊
泣
改

普
セ
ン
タ
ー
を
組
設
予
定
で
す
。

山間
畜
産
振
興
対
策
事
業

新
規
卒
業
と
し
て
、
牛
肉
受
精
卵

移
植
は
近
年
著
し
い
進
歩
を
見
せ
て

お
り
、
こ
の
技
術
的
定
着
を
図
る
意

味
か
ら
も
和
牛
凍
結
卵
購
入
に
対
す

る
助
成
策
と
し
て
受
精
卵
移
植
推
進

事
業
と
黒
毛
利
樋
の
繁
殖
農
家
内
定

常
化
に
伴
い
、
将
来
肥
育
部
門
の
導

入
‘
定
着
化
を
目
指
し
た
和
牛
肥
育

推
進
事
業
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

継
続
事
業
と
し
て
、
優
良
雌
牛
滋

入
事
業
、
優
良
極
豚
導
入
事
業
、
肉

用
牛
指
導
対
策
事
業
、
集
団
放
牧
促

進
卒
業
、
公
社
営
畜
産
基
地
建
設
事

業
等
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

0.6 

7.3 

5.8 

37.2 

4，579 

66，108 

40，724 

60，464 

799，142 

887，227 

150，120 

1，201，581 

794，383 

826，763 

1，135，473 

109，396 

国民健康保険特別会計事業勘定

計

国民健康保険特別会計施設勘定

簡 易水道卒業特別会計

会日IJ特健保人老

〕2
 

〔

一種川地区の農瞳構造改善センター完成予想図

1.6 143，067 8，826，038 8，682，971 引
川

( 3 ) 



姐
俄
邸
内
見
通
し
を
た
て
な
が
旬
、

受
益
者
及
び
関
係
農
業
団
体
と
密
接

な
連
絡
悶
整
を
行
い
な
が
ら
推
進
し

て
ま
い
っ
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
に
、
道
営
事
業
と
し
て
、
光
台

地
区
内
世
免
成
道
強
例
日
中
業
の
光
大
備

は
、
橋
梁
舗
装
を
も
っ
て
完
成
さ
れ
、

本
年
度
よ
り
通
行
で
き
る
こ
と
と
な

り
ま
す
.
八
束
地
区
ほ
場
艶
術
事
業

に
つ
い
て
は
、
本
年
度
完
了
と
な
り

ま
す
。
工
事
負
担
に
お
け
る
、
受
益

者
負
担
軽
減
措
置
円
強
い
要
摘
を
受

け
て
お
り
、
事
業
完
了
に
伴
い
今
金

土
地
改
良
区
と
し
て
地
元
負
担
金
平

準
化
計
画
を
行
い
認
可
申
請
中
で
あ

り
、
認
可
が
決
定
さ
れ
た
あ
と
町
と

い
た
し
ま
し
で
も
道
路
工
、
排
水
工

に
つ
い
て
の
軽
減
対
策
を
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
.

者
の
ニ
ズ
は
、
保
健
医
療
を
は
じ

め
雇
用
、
枕
業
、
生
き
が
い
、
生
活

環
境
等
の
分
野
に
わ
た

っ
て
多
様
化

し
て
き
て
お
り
、
こ
の
た
め
今
金
町

間
働
者
事
業
団
内
他
会
主
育
成
を
は

じ
め
、
高
齢
者
の
健
康
噌
進
や
仲
間

づ
く
り
や
生
き
が
い
を
高
め
る
高
齢

者
ス
ポ
ツ
大
会
、
敬
老
事
業
、
生

き
が
い
創
造
事
業
等
を
継
続
実
施
す

る
ほ
か
、
新
規
に
七
十
歳
以
上
向
方

を
対
象
に
月
一
回
根
川
温
泉
休
憩
所

の
入
浴
を
無
料
化
し
、
ま
た
、
地
域

社
会
内
自
主
活
動
を
促
す
老
人
ク
ラ

ブ
等
に
も
引
き
続
き
助
成
し
、
実
践

活
動
を
通
じ
た
社
会
参
加
の
推
進
に

努
め
ま
す
。

問
障
害
者
の
緩
護

震
度
障
害
者
を
対
象
に
引
き
続
き

医
療
費
及
び
タ
ク
シ
ー
料
金
内
助
成

の
ほ
か
、
本
年
度
か
ら
制
度
改
正
に

よ
り
町
村
業
務
と
な
り
ま
し
た
日
出

生
活
用
具
の
給
付
事
業
の
実
施
に
あ

っ
て
は
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
町
内
外
で
開
催
さ
れ
る

ス
ポ
ツ
大
会
等
に
社
会
参
加
の
助

長
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

川
母
子
世
帯
等
へ
の
援
護

生
活
基
盤
的
弱
い
老
人
世
持
、
母

子
世
祁
及
び
生
活
困
窮
者
世
帯
を
対

象
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
福
祉
灯
油

支
給
に
つ
い
て
本
年
度
支
給
品
の
噌

加
を
は
か
り
、
生
活
向
上
に
努
め
て 今年完成予定の光大橋、 今金町田新名所になるのでは

ま
た
、
本
市
γ
業
に
伴
う
換
地
計
画

に
つ
い
て
は
、
旧
河
川
政
地
用
途
廃

止
が
認
可
さ
れ
.
売
払
い
手
続
中
で

す
。一

部
不
同
意
者
向
説
得
に
努
的
、

近
く
換
地
権
利
者
総
会
を
開
催
し
、

本
年
度
中
に
消
卸
業
務
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
工
事
内
容

に
つ
い
て
は
、
道
路
改
良
二
百
三
十

灯
(
宝
回
線
)
舗
装

一
千
八
百
五
十

二

μ
(初
回
線
)
内
実
施
干
定
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

金
又
地
区
過
疎
県
道
路
備
事
業
に

つ
い
て
は
、
舗
装
五
百
五
十
い川
、
団

代
地
区
側
水
対
策
特
別
事
業
、
排
水

工
二
百
二
十
五
幻
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

神
丘
‘
神
丘
二
期
地
区
畑
地
部
総

合
土
地
改
良
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

国
営
北
桧
山
右
円
陣
地
区
直
結
か
ん
が

い
訓
水
事
業
向
末
端
股
地
の
水
利
施

設
と
し
て
、
昭
和
六
十
三
年
度
よ
り

畑
地
か
ん
が
い
工
事
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
補
水
か
ん
が
い
に

対
す
る
受
説
者
の
理
解
が
得
ら
れ
ず
、

平
成
二
年
度
ま
で
は
町
負
他
路
線
的

工
事
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

神
丘
、
鈴
岡
地
域
的
水
資
源
の
重
要

性
か
ら
、
土
地
改
良
区
加
入
、
維
持

管
理
委
託
団
体
等
の
同
意
及
び
補
水

か
ん
が
い
に
対
す
る
受
益
者
向
理
解

を
得
ら
れ
る
見
通
し
か
冒旬
、
畑
地
か

ん
が
い
実
施
鯛
査
、
明
渠
排
水

一
千

• t・

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
桧
山
管
内
母

子
、
拡
婦
レ
タ
リ
ェ

l
ン
ョ
ン
大
会

が
本
年
七
月
、
本
町
が
開
催
地
と
な

り
ま
し
た
の
で
、
社
会
福
祉
協
議
会

等
の
協
力
を
得
て
万
全
を
則
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

同
健
康
の
保
持
対
策

講
同

mxau 
人のんhe 

-
ま

4
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町
民
的
方
の
健
康
保
持
増
進
は
地

成
全
体
的
大
き
な
課
題
で
も
あ
り
ま

す
。
町
民
こ
ぞ

っ
て
快
適
に
日
常
生

活
が
送
ら
れ
る
よ
う
に
健
康
な
町
づ

く
り
を
す
る
た
め
健
康
管
理
教
育
、

健
康
相
談
、
検
査
等
を
実
施
し
、
併

せ
て
町
民
参
加
に
よ
る
健
康
ま
つ
り

を
開
催
し
、
住
民
の
詣
織
を
向
的
各

般
住
民
検
診
の
受
診
率
的
向
上
を
は

か
り
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
啓

も
う
に
努
力
し
ま
す
。

斤
五
十
日
川
、
道
路
改
良
七
百
川
引
を
尖

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
畑
地

か
ん
が
い
に
つ
い
て
は
平
成
凶
年
、

五
年
内
二
ヶ
年
で
定

7
さ
れ
る
よ
う

取
り
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

団
体
営
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

牒
道
披
備
二
地
区
内
実
地
で
あ
り
ま

す
c

盟
国
中
央
地
区
に
つ
き
ま
し
て

は
舗
装
六
百
十
八
灯
を
施
工
し
本
年

度
完
了
と
な
り
ま
す
。
上
稲
秘
地
区

で
あ
り
ま
す
が
、
本
年
度
か
ら
新
組

と
し
て
指
工
平
成
五
年
度
ま
で
の
三

ヶ
年
施
工
の
干
定
で
あ
り
、
本
年
度

は
改
良
七
百

μ
の
築
地
で
あ
り
ま
す
。

州
民
地
農
業
用
施
設
等
災
害
復
旧

事
業
に
つ
い
て
、
昨
年
八
月
十
四
日

1
十
五
日
的
集
中
豪
悶
に
よ
り
被

E

を
受
け
た
農
業
用
施
設
十
一
ケ
所
に

つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
度
に
於
い
て

七
地
区
を
施
工
し
て
お
り
、
本
年
度

四
地
区
町
実
施
に
よ
り
、
全
地
区
復

旧
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
脱
林
水
産

業
施
設
等
災
害
復
旧
費
、
国
庫
補
助

金
の
瞥
定
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

述
年
災
の
適
用
と
な
り
ま
し
た
の
で

補
助
率
九
九

・
一
%
が
確
定
と
な
り

毒
。

1
V

わ~
。

川
商
工
業
の
振
興

地
方
で
の
中
小
商
工
業
で
は
、
好

張
気
円
余
波
が
府
き
づ
ら
く
依
叫
眠
不

安
定
傾
向
が
続
き
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
国
に
お
い
て
も
商
庖
街
の

川川
住
み
よ
い
生
活
環
境
づ
く
り

今
や
ゴ
ミ
廃
楽
公
害
が
大
き
な
社

会
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
住
み

よ
い
生
活
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
今

金
町
衛
生
委
民
会
内
協
力
を
得
て
環

境
美
化
促
進
事
業
の
継
続
実
施
を
は

か
り
、
地
域
住
民
の

一
層
の
意
織
高

揚
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
や
す
ら
ぎ

詫
園
町
第
一
一
期
造
成
墓
地
完
売
に
よ

り
、
本
年
度
第
二
期
造
成
を
し
ま
す
。

川
ふ
る
さ
と
創
生
事
業

本
年
度
四
千
万
円
を
加
算
し
て
、

二
億
円
内
基
金
積
み
立
て
に
よ
る
運

用
益
に
よ
り
各
焼
事
業
の
推
進
を
図

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
度
は

一
億
六
千
万
同
町
運
用
益

一
千
三
寸

二
万
六
千
円
の
事
業
予
算
を
見
込
み
、

平
成
三
年
二
月
六
日
ふ
る
さ
と
創
生

事
業
委
員
会
に
お
い
て
事
業
の
選
択
、

企
図
に
つ
い
て
審
議
、
こ
れ
に
よ
り

背
少
年
交
流
中
国
派
遣
事
業
、

ペ
ガ

サ
ス
の
翼
事
業
、
郷
土
芸
能
育
成
保

存
の
た
め
の
政
責
公
副
市
中
業
、
文
化

講
泌
会
事
業
の
四
事
業
を
決
定
し
て

お
り
ま
す
。
実
施
に
あ
た

っ
て
は
広

〈
町
民
的
参
加
を
呼
び
か
け
‘
償
問
慨

的
な
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
れ
る
よ

う
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

川
桧
山
管
内
民
放
ラ
ジ
オ
難
聴
解
消

対
策
の
推
進

昨
年
H
B
C
、
S
T
V
二
局
内
政

送
事
業
者
に
よ
る
建
設
計
画
が
決
定

保
興
怯
備
に
つ
き
ま
し
て
は
「
特
定

商
業
築
制
の
盤
怖
の
促
進
に
関
す
る

法
律

(仮
林
)」

の
制
定
に
向
け
自

治
‘
通
産
‘
建
設
の
三
省
が
納
町
四
的

支
M
M
策
を
検
討
し
て

い
る
と
の
情
報

が
あ
り
、
梢
仙
同
者
向
多
様
化
す
る
ニ

ー
ズ
と
瑚
砲
の
環
境
づ
く
り
が
必
須

で
あ
る
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
以
上
の

状
況
を
ふ
ま
え
な
が
句
商
工
会
を
中

心
に
経
営
の
向
上
を
促
進
す
る
た
め

に
支
般
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

川開
銀
光
事
業
の
振
興

昨
年
十
二
月
二
十
五
日
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
7
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
で

あ
り
ま
す
が
、
当
初
内
子
想
を
上
回

り
順
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
が
、
冬

季
間
は
と
も
か
く
も
、
今
後
、
夏
季

間
的
運
営
に
つ
い
て
懸
念
さ
れ
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
ま
で

の
経
過
の
中
か
ら
、
水
道
水
品
、
温

泉
揚
n

一品
の
不
足
問
題
解
決
が
必
須
町

状
態
に
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ら
の
諸
問
題
に
つ
い
て
、
解
消
し
て

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
町
民
の
方
向
ご
協
力

に
よ
り
ま
し
て
、
第
八
回
今
金
雪
ま

つ
り
が
脱
会
慢
に
開
催
さ
れ
、
無
事

終
了
し
た
事
は
、
実
行
委
貝
会
は
も

と
よ
り
、
関
係
各
位
に
対
し
、
衷
心

よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
本
年
は
、
オ
ラ
ン
ダ
大
使
館
よ

り
ペ
エ
ン
タ

一
等
性
記
官
も
来
町
い

3年度一般会計予算は57億8，796万8千円

その内訳は・..... • • 議 会 費 83，696(1.5) 
労働費 2，534(0.0) 
予備費 5，000(0.1 ) 

単佐は千円、()は

構成比率で%
(i主)

今年度ナイター設備が設置予定です
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た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
を
契
機

と
し
て
、
国
際
交
流
に
も
資
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
.
本
町
町
市
首

ま
つ
り
は
、
道
南
町
冬
の
最
大
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
こ
の
あ
と
も
回
を
重
ね

ら
れ
、
ま
す
ま
す
蹴
大
に
開
催
さ
れ

ま
す
よ
う
関
係
各
位
を
は
じ
め
、
町

民
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

日
社
会
福
祉
の
向
上
と

生
活
環
境
の
整
備

川
社
会
福
祉
の
向
上

本
町
内
福
祉
活
動
的
中
心
的
な
役

割
を
担
、
フ
今
金
町
社
会
初
祉
協
総
会

に
独
居
老
人
等
支
緩
の
家
庭
事
仕
業

務
委
託
及
び
入
浴
、
給
食
等
の
在
宅

情
祉
サ
ー
ビ
ス
卒
業
と
各
働
福
祉
活

動
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
引
き
続
き

助
成
し
、
社
会
福
祉
の
向
上
に
努
め

ま
す
。

∞
高
齢
者
の
援
護

家
庭
機
能
町
変
化
等
に
伴
い
高
齢

3
5
5

2
8
9
4
 

4
2
2
2
1
0
0
 

制
問
問
叩
酬
明
則

7
5
2
0
2
1
5
 

4
4
4
3

0
5
2
 

2
i
l
l
-

地方空付税
2，296，381 

(39.7) 

l繰 入金
使 用料亙 ぴ手数料
骨担金亙び負担金
財 産 収 入
地方議与税
自動車取得税交付金
そ の 他

〕5
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さ
れ
、
本
年
度
四
月
に
は
南
部
町
江

差
町
、
北
部
の
北
桧
山
町
に
そ
れ
ぞ

れ
二
局
内
中
継
局
が
着
工
さ
れ
、
十

月
に
放
送
開
始
の
予
定
で
す
。

ω消
防
対
策

地
区
消
防
団
と
連
携
を
保
ち
な
が

ら
火
災
予
防
を
重
点
に
防
火
査
察
の

徹
底
に
努
め
る
と
と
も
に
、
職
貝
及

び
図
貝
的
研
修
、
訓
練
を
盛
ね
技
能

の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
.

本
年
度
内
施
設
整
備
は
、

水
槽
付

消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
一
台
、
防
火
水

糟
二
基
、
地
域
防
災
情
報
装
置
二
ケ

所、

神
丘
地
区
消
火
栓
殻
也
ニ
ケ
所

を
実
施
し
、
消
防
施
設
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

側
交
通
安
全
対
策

昨
年
に
お
け
る
道
内
向
交
通
事
故

死
は
七
百
十
五
名
と
全
国
一
の
不
名

誉
な
記
録
を
残
し
ま
し
た
。
本
町
と

し
て
も
人
命
尊
重
の
見
地
か
ら
交
通

事
故
死
ゼ
ロ
を
合
い
言
葉
に
、
関
係

機
関
、
団
体
的
協
力
を
得
て
、
よ
り

一
層
円
安
全
対
策
を
推
進
し
て
事
故

絶
滅
に
努
め
ま
す
。

川
道
路
整
備
等
橋
梁
の
架
換

暫
定
措
置
と
し
て
昭
和
六
十
年
度

か
ら
平
成
二
年
度
ま
で
国
庫
補
助
負

担
率
的
引
き
下
げ
を
と
ら
れ
て
き
ま

し
た
が
、
本
年
度
よ
り
昭
和
六
十
一

年
度
内
補
助
率
に
一
部
復
元
が
鱗
じ

ら
れ
ま
し
だ
が
、
依
然
と
し
て
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
本
年
皮
肉
町

道
的
道
路
改
良
、

舗
装
事
業
と
し
て

日
進
黄
金
線
道
路
改
良
工
事
八
百
幻

日
進
線
道
路
舗
装
工
事
八
百
灯
、
油

川
住
吉
線
道
路
舗
装
工
事
二
百
六
十

灯
を
実
施
.

橋
梁
盤
備
事
業
の
濁
川
住
吉
線
上

濁
川
僑
(
上
、
下
部
工
)
架
換
工
事

は
昨
年
度
工
場
製
作
が
完
了
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
下
部
工
、
架
設
工
を

実
施
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

交
通
安
全
施
設
整
備
事
業
の
神
丘

十
号
線
歩
道
新
設
工
事
三
百
五
十
υ
ぺ

首
謀
地
域
道
路
事
業
の
盟
国
右
一
号

線
防
雪
榔
新
設
工
事
二
百
五
十
灯
、

凍
雪
害
防
止
事
業
の
旭
幸
線
流
雪
溝

工
事
二
百
四
十
日川
、
ア
ロ
ケ
l
y
ョ
ン

負
拙
金
事
業
と
し
て
国
代
通
総
持
水
管

布
設、
中
央
通
線
流
末
処
理
工
を
実
施
。

地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
事
業

の
旭
線
道
路
改
良
舗
装
工
事
百
五
十

灯
、
団
代
通
線
道
路
改
良
舗
装
工
事

二
百
四
十
灯
、
末
広
北
線
道
路
改
良

舗
装
工
事
百
五
十
灯
、
大
和
団
地
支

線

一
号
道
路
改
良
舗
装
工
事
百
二
十

μ
を
そ
れ
ぞ
れ
計
画
し
、
生
活
路
線

路
備
な
ら
び
に
交
通
安
全
の
確
保
を

期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

側
都
市
計
画
事
業

特
殊
街
路
卒
業
向
オ
ラ
ン
ダ
通
自

転
車

・
歩
行
者
専
用
道
路
築
造
工
事

は
旧
国
鉄
跡
地
利
用
計
画
に
基
づ
き
、

• • 
昨
年
度
は
日
本
固
有
鉄
道
消
却
事
業

団
用
地
の
買
収
を
終
え
ま
し
た
の
で

六
百
八
日
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

公
園
、
緑
地
事
業
に
つ
い
て
は
総

合
公
園
事
業
で
大
砲
消
台
、
ト
ン
ト

ン
登
り
、
バ
ラ
ン
ス
波
り
、
タ

l
ザ

ン
ロ

l
プ
、
遊
動
木
ア

l
ル
型
滑
台

を
、
中
央
緑
地
事
業
に
つ
い
て
は
植

紋
工
‘
遊
具
七
作
曲
、
パ
l
コ
ラ
一
基
、

ベ
ン
チ
三
誌
の
設
置
で
す
。

刊
住
宅
の
整
備

昭
和
六
十
三
一年
度
よ
り
南
団
地
の

建
替
事
業
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、
本
年
度
は
一
縦
十

二
戸
内
建
設
干
定
と
な
っ
て
お
り
、

地
域
関
連
事
業
と
し
て
道
路
改
良
舗

装
工
事
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
公
営
住
宅
大
和
団
地
改
普
計

画
に
つ
い
て
も
昨
年
に
引
き
続
き
実

施
予
定
で
あ
り
ま
す
。
町
単
独
事
業

と
し
て
、
町
政
懇
談
会
等
で
要
望
の

あ
り
ま
す
補
修
工
事
な
ど
に
つ
い
て

計
蘭
的
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

m
教
育
・
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

心
型
か
な
た
く
ま
し
い
児
童
生
徒

の
育
成
は
‘
基
礎
、
基
本
を
重
視
し
、

児
童
生
徒
一

人
ひ
と
り
の
能
力
に
応

じ
、
行
き
届
い
た
教
育
が
も
っ
と
も

大
切
な
こ
と
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
学
校
、
家
庭
、
社
会

弘

子
今
金
町
長
‘
今
金
町
議
会
議
員

/
ふ
¥
l

選
挙
の
緩
置
-mBで
曾

四
月
二
十
一
日
は
、
任
期
満
了
に
伴
う
今
金
町
長、

町
機
会
峨
員
選
挙

の
投
票
日
で
す
.
こ
の
選
挙
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
を
左
右
す
る
最
も

身
近
な
、
大
切
な
選
挙
で
す
。

明
目
的
今
金
町
の
進
路
を
決
め
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
立
派
な
代
表
を
選

出
す
る
た
め
、
投
票
日
に
は
棄
権
す
る

こ
と
な
く
、

貴
重
な
一

票
を
投
票

す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

候
補
者
は

あ
怠
だ
の
手
で

候
補
者
を
選
ぶ
と
き
は
、
お
金
や

物
、
義
理
人
情
に
ま
ど
わ
さ
れ
ず
、

あ
な
た
自
身
内
判
断
で
、
こ
の
人
こ

そ
と
思
、
ヲ
人
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

よ
く

「
私
の
一
一
県
ぐ
ら
い

」

と
い
っ
て
楽
権
す
る
人
が
お
り
ま
す

が
、
あ
な
た
の
一
課
は
こ
の
目
的
た

め
に
あ
る
の
で
す
。
そ
の
一
票

一
諜
の
術
み
重
ね
が
‘
現
在
の

今
金
町
を
さ
さ
え
て
い
る
こ
と

を
知
る
と
き
、
そ
う
組
末
に
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
で
す
。

当
日
は
、
梨
一
権
し
な
い
で
世
重

な

一
燕
を
正
し
く
行
使
し
ま
し

ょ・ヲ
.役

票
で
き
る
人

今
回
、
選
挙
人
名
簿
に
受
録

さ
れ
て
い
る
方
は
、
次
円
安
件

を
備
え
て
い
る
人
で
す
。

・
年
齢
要
件

昭
和
凶
十
六
年
四
月
二
十
二

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

-
住
所
要
何

ω堂
録

平
成
三
年
一
月
十
五
日
以
前
に
転

入
届
け
を
出
し
た
方

ω抹
消

平
成
二
年
十
二
月
二
十
日
以
前
向

転
出
者
は
抹
消

京
選
挙
当
日
ま
で
に
今
金
町
か
ら
住

所
を
移
し
た
方
は
、
投
開
目
印
す
る
ニ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

不
在
者
投
票

制
度
の
活
用
を

投
票
日
に
、
投
諜
区
域
外
で
仕
都

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
か
、
や

む
を
得
な
い
用
務
で
肱
行
す
る
と
か

病
気
な
ど
で
投
諜
で
き
な
い
方
は
、

投
烈
日
の
前
固
ま
で
に
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

期
間
は
、
四
月
十
六
日
か
ら
四
月

二
十
日
ま
で
。
毎
日
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
、
役
場
二
階

選
挙
管
理
委
只
会
室
で
で
き
ま
す
の

で
、
印
鑑
を
持
参
し
て
お
い
で
く
だ

F

、
。

i
lv 

が
そ
の
役
制
を
十
分
に
呆
す
と
と
も

に
、
各
種
の
ス
ポ

l
y
の
普
及
、
芸

術
文
化
的
振
興
な
ど
、
各
般
に
わ
た

る
幅
広
い
努
力
が
必
嬰
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
観
占
、
か
ら
教
育
委
只
会

と
連
携
の
も
と
に
、
そ
の
目
標
に
向

っ
て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育

行
政
に
つ
い
て
は
、
教
育
長
の
方
針

に
委
ね
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
簡
単

に
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
度
は
、
唯
一
の
危
険
校
舎
と

な
っ
て
い
る
花
石
小
学
校
内
改
築
円

計
画
を
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
文
化
セ

ン
タ
ー
建
設
基
金
を
積
立
て
、
そ
の

建
設
に
備
え
て
ま
い
り
た
い

と
思

い

ま
す
。

w
特
別
会
計
に
つ
い
て

• • 
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的
に
も
極
的
て
高
位
置
に
あ
り
ま
す

の
で
、
保
健
事
業
向
老
人
健
康
相
談
、

健
康
診
査
、
訪
問
指
導
等
を
椴
極
的

に
推
進
し
、
予
防
医
療
普
及
に
努
め

ま
す
。

ω国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
施
設
勘

定昭
和
六
十
年
五
月
国
保
病
院
長
と

し
て
六
年
間

地
域
医
療
に
多
大
の

京
献
を
い
た
だ
き
ま
し
た
今
村
院
長

先
生
が
、
四
月

一
日
付
で
別
海
町
立

病
院
長
と
し
て
赴
任
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
六
年
間
的
ご
苦
労
に

対
し
衷
心
よ
り
感
謝
と
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
後
任
の
院
長
に
つ
き
ま

し
て
は
、
長
万
部
町
出
身
の
鈴
木
三

章
先
生
に
お
い
で
を
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

病
院
の
経
営
而
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昭
和
五
十
七
年
度
か
ら
様
性
的
経
営

赤
字
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
対

策
立
案
の
必
要
性
が
急
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
限
ら
れ
た
資
源
を
考
慮
し
、

財
政
の
バ
ラ
ン
ス
を
失
わ
ず
に
病
院

経
営
を
行
う
こ
と
も
、
医
療
提
供
の

永
続
的
発
展
性
を
図
る
う
え
で
大
切

な
こ
と
と
い
、
え
ま
す
が
、
地
域
医
療

の
雌
保
と
い
う
点
か
ら
病
院
機
能
の

維
持
に
必
要
な
資
金
援
助
を
い
た
す

べ
く
所
要
の
予
算
を
計
上
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
病
院
経
由
体
質
的
改
副
首
と

川山
国
民
健
康
保
険
事
雛
特
別
会
計

医
療
保
険
を
め
ぐ
る
諸
情
勢
は
人

口
高
齢
化
、
医
療
の
高
度
化
に
伴
い

、

今
後
と
も
医
療
費
が
毎
年
明
大
し
て

い
く
こ
と
は
避
け
ら
れ
ず
、
厳
し
い

現
況
で
あ
り
ま
す
。
本
年
度
も
高
医

療
費
市
町
村
に
お
け
る
運
営
安
定
化

対
策
計
画
告
の
作
成
対
象
町
に
指
定

さ
れ
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
安
定

的
運
宮
内
硲
保
と
財
源
的
健
全
化
を

王
眼
と
し
適
正
か
つ
厳
格
な
事
業
運

営
面
で
の
経
営
努
力
を

一
層
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
国
保
税
関
係
で
あ
り
ま
す

が
賦
課
限
度
額
は
、
四
十
二
万
円
が

四
十
四
万
円
に
、
軽
減
基
準
額
は
六

割
軽
減
基
準
に
つ
い
て
は
三
十
万
円

が
三
十
一
万
円
に
、
四
制
維
減
の
世

帯
只
一

人
当
た
り
の
基
単
額
に
つ
い

て
は
二
十

一
万
五
千
円
が
二
十
二
万

円
に
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ
る

予
定
で
、
第
二
固
定
例
町
餓
会
に
粂

例
改
正
を
提
案
子
定
で
す
。

保
健
施
設
事
業
と
し
て
、
国
保
被

保
険
者
に
対
し
、
町
が
実
施
す
る
胃

ガ
ン
、
婦
人
科
、
乳
ガ
ン
検
診
の
受

検
者
に
一
部
助
成
を
し
ま
す
。

山
老
人
保
健
特
別
会
計

高
齢
化
社
会
的
要
と
な
っ
て
お
り

ま
す
医
療
制
度
も
逐
年
そ
の
医
療
費

が
鳩
山
川
し
て
お
り
、
本
町
に
お
け
る

老
人

一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
全
国か

吋

〕E
 

〔

将
来
展
望
に
立
っ
た
方
向
づ
け
を
す

る
た
め
、
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

を
行
い
、
更
に
は
国
保
病
院
経
営
安

定
化
推
進
委
員
会
に
お
い
て
ご
審
議

を
賜
り
な
が
ら
、
二
十
一
世
紀
を
展

盤

L
.
あ
や
ま
り
な
き
ょ
う
取
り
進

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

町民の生命と健康を守る国保晴院

掴
..... 川

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

盟
諸
で
清
浄
な
水
を
安
定
し
て
供

給
す
る
た
め
施
設
の
維
持
管
理
を
徹

底
し
、
併
せ
て
経
営
的
合
理
化
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
も
昨
年
度

に
引
き
続
き
今
金
地
区
簡
易
水
道
の

法
的
什
的
改
良
事
業
を
実
施
す
る
ほ
か
.

4
期
を
除
く
毎
月
内
メ
ー
タ
ー
検
針

に
よ
る
利
用
者
向
利
便
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
申

L
上
げ
ま
す
。

〕7
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|
二
十
一
世
紀
を
見
通
し
た
|

|

'
あ
る
ま
ち
づ
く
り
仰
を
回
線

，，一
し

に
、
第

一
部
基
本
構
恕

(
町

$
6
 

れ

の
現
況
、
将
来
像
等
)
、
第

料

二
部
必
本
町
同
一山
内
二
部
構
成

諸

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

開

基
本
計
画
は
①
薪
し
い
時

晴

代
に
挑
戦
す
る
産
業
向
育
成

ι
②
美
し
い
緑
と
木
に
阻
ま
れ

肘

た
潤
い
あ
る
故
郷
づ
く
り
③

位

二
十

一
世
紀
を
展
望
し
た
生

柑

涯
学
習
体
制
の
確
立
④
他
成

田仏

で
ゆ
と
り
あ
る
暮
句
し
を
保

引

障
す
る
生
誕
医
療

・
稲
祉
体

2

制
的
陣
立
③
町
民
が
つ
く
る

二
十

一
世
紀
向
今
金
町
、
五
つ
の
柱

か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
今
後
、
十
年
間
に

わ
た
り
同
計
画
に
基
づ
く
町
づ
く
り

が
社
会
情
勢
の
変
化
等
に
対
応
し
な

が
ら
、
円
滑
な
推
進
を
図
る
も
の
で

す
。六

月
上
旬
に
は
、
町
民
向
け
A

4

版
、
ロ
ヴ
、
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
で
表

現
し
た
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
(裂
約
版
)

が
全
戸
宛
に
発
行
予
定
で
す
。

二
十
一

世
紀
に
向
け
、
今
金
町
が

平
成
二
一年
度
か
ら
十
年
が
か
り
で
取

り
組
む
「第
三
次
今
金
町
総
合
計
画
」

の
紫
案
が
、

二
月
十
九
日
に
聞
か
れ

た
第
三
回
今
金
町
総
合
計
画
策
定
審

絡
会
で
と
り
ま
と
め
句
れ
.
岡
田
、

大
和
谷
正
雌
会
長
が
村
本
町
長
に
答

申
し
ま
し
た
。
三
月
に
開
併
さ
れ
た

定
例
町
議
会
に
提
楽
さ
れ
、
同
六
日

に
級
決
さ
れ
ま
し
た
.

総
合
計
画
は
，
新
し
い
時
代
に
即

し
た
民
業
を
伎
と
し
て
、
美
し
い
綜

と
水
に
凶
ま
れ
た
他
康
的
で
ゆ
と
り

"開'"'例M阿凶開'"'開"

• • 

『我
が
町
の
国
際
化
と
国
際
交
流

を
考
え
る
』
こ
ん
談
会
開
催
グ

ペ
が
サ
ス
の
爽
の
結
図
式

を
兼
ね
た
明
日
の
今
金
を
語

る
こ
ん
限
会
が
三
月
九
日
夜
、

町
民
セ
ン
タ
ー
に
約
六
十
名

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
.会

は
、
最
初
に
結
団
式
か

ら
は
じ
ま
り
、
研
修
参
加
者

向
+
名
が
各
々
決
語
表
明
を

し
ま
し
た
。(二
名
が
流
暢
な

英
語
で
ス
ピ
ー
チ
)
引
き
続

き
、
こ
ん
験
会
が
聞
か
れ
ま

し
た
。
こ
の
こ
ん
談
会
は
「全

町
民
が
力
を
合
わ
せ
て
理
想

郷
町
怨
般
を
め
ざ
し
、
そ
の

今
金
町
森
林
組
合
の
創
立
五
十
周

年
記
念
式
と
祝
賀
会
が
二
月
二
十
五

日
、
町
内
外
向
来
資
ら
約
三
百
人
が

出
席
し
て
盛
大
に
制
限
さ
れ
ま
し
た
。

同
組
合
は
、
昭
和
十
七
年
一
丹
、

迫
納
責
任
利
別
村
森
林
組
合
と
し
て

が
、
や
が
て
今
金
町
内
基
本
産
業
の

一
拠
と
し
て
脚
光
を
浴
び
る
目
的
速

く
な
い
こ
と
を
期
待
し
、
一

郎
梢
進

に
努
め
ま
す
。
」

と
式
辞
を
述
べ
、

功
労
者
な
ど
の
表
彰
の
あ
と
沢
田
桧

山
支
庁
長
、
村
本
町
長
ら
が
お
祝
い

設
立
さ
れ
、
森
林
組
合
法
改
正
後
円

昭
和
二
十
七
年
に
今
金
町
森
林
組
合

に
組
織
変
更
さ
れ
ま
し
た
.

記
念
式
で
は
伊
藤
組
合
長
が

「二

代
目
更
新
の
自
然
森
林
と
終
戦
後
造

成
さ
れ
た
柑
林
地
六
千

P
余
円
森
林

を
述
べ
ま
し
た
。

引
き
続
き
行
な
わ
れ
た
祝
釘
会
で

は
、
詩
吟
や
今
金
民
路
研
友
会
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
民
謡
と
歌
話
シ
ョ
ー
が

に
さ
や
か
に
披
訴
さ
れ
、
半
世
紀
の

節
目
的
年
を
祝
い
合

っ
て
い
ま
し
た
。

、 山奇

大市

先の

荻
野
吟
子
氏
ら
の

宮崎県からゆかり

の人が来町

開
拓
の
苦
労

を
偲
ぷ

日
本
町
女
医
第

一
号
荻
野
時
子
氏

の
夫
、
志
方
之
時
口
氏
は
お
じ
い
さ
ん

の
親
の
兄
弟
筋
に
当
た
る
小
以
真
知

守
ぷ

(広
仏
大
学
凶
年
生
幻
必
)
が
.

-・a関紙"'健闘関凶周凶岡旬開凶'

め
ざ
す
べ
き
姿
を
時
り
合

い
実
践
活

動
の
一
助
と
す
る
」
の
が
ね
ら
い
で
、

毎
年
テ
!
?
を
変
え
て
開
催
さ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。
今
回
同
テ

1
7
は

「我
が
町
内
国
際
化
と
国
際
交
流
を

考
え
る
し
で
し
た
。

こ
ん
談
会
は
、
背
年
会
識
の
司
会

の
も
と
に
あ
ら
か
じ
め
選
出
さ
れ
た

五
名
の

パ
ネ
ラ
ー
が
貴
重
也
提
言
を

述
べ
、
そ
れ
に
対
す
る
会
場
か
ら
の

質
問
、
二
名
の
助
言
と
、
熱
心
に
進
め

ら
れ
ま
し
た
。

交
通

・
通
信
喝
の
発
達
に
よ
り
身

近
に
む

っ
た
海
外、

国
際
化
相
会
に

お
け
る
日
本
の
立
場
、
役
割
。
今
金

町
は
、
相
人
は
ど
う
か
か
わ
っ
て
い

く
べ
き
な
の
か
を
考
え
‘
理
解
す
る

う
え
で
、
大
変
有
意
義
な
こ
ん
談
会

に
な

っ
た
よ
う
で
す
。

パ キラー(主な発言}
・鈴木 捷氏 Ii出場企画調熊耳H;)

町行政町立場か句(人材育成、人づく りが大

事、 相互理解を深めるのに外国間が話せな けれ

ば)

・守屋千年男氏 (1ti毎週銀行今童文由民代理)

民間企$町立場か均 (下水道完怖を早急に

ホームスティ 家曜にはなにか町形で控助が必

嬰)

・仁木 幹雄氏(社会教育委員、前背年会議会長)

留学生畳け入れ桂験者町立場カら (タ イ固で

は農作軍内止さ手袋、靴もない衣矧も少な L、.

日本は幸師、外国内~I;;十円等を魁鍬させ句れた.
Wlq.:j;.は仕4を一生懸命Lて自分均も家族同一

nになるんだと百う意蝿が強い)

・山本 英夫氏(盟旧小学校旺)

比J院主流笑践者(1'(少年国際交流}的"-場か

均(外国人が来ても損 'J返わない町、国際吏流

と宵つこと ばが他われなく会 ったときが}'fの国

照宮城、今金にも他に克り込的るも町があるの

では。岡 イマヌエル教会 11号線を過ったサ

イクリ ノグ道路 t雄大な歩〈スキー(間際的な )

得

・村上 雅枇氏 (主伴fJ話料パイザ)
海外開学桂験的i工場カ均(ホームスティ 首相

は向分の金で 自由なスタイルで. lかしl処さ

んの絶対的な協力がなければできない.プラン

ニノグは l(問主持が良、、. 国際空iAth~の新設も )
・助章者 大軍 勝三氏 (町総務識iを)

久慢回庄一氏 (町社会教yf課長)

1
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式辞を述べる情藤組合畏

二
人
で
小
泉
家

(
之
普
氏
の
妹
で
、

一
絡
に
開
拓
の
た
め
来
町
)
志
方
家

円
高
参
り
に
来
町
し
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
寒
い

日
で
、

山
崎
繁
樹
ぷ

(
旭
町
)
に
案
内
さ
れ

「
こ
う
い
う
典
、
い
、
雷
同
多
い
所
へ

入
殖
、
昔
の
家
は
戸
も
な
い
、
ム
ン

ロ
を
下
げ
た
だ
け
の
場
建
小
屋
町
組

末
な
も
の
で
、
今
で
は
考
え
ら
れ
な

い
生
活
で
し
た
よ
。
」

と
云
う
説
明

に
、
来
さ
に
震
え
な
が
ら
感
慨
深
〈

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
翌
日
、
瀬

棚
町
の
吟
子
氏
の
資
料
館
を
見
学
し
、

伊
達
市
に
住
む
お
父
さ
ん
の
又
従
兄

弟
の
と
こ
ろ
へ
旅
立
っ
て
い
き
ま
し
子
、

• • 作
品
展
示
や
余
興

第4固さき金町
婦人・青年文化祭

な
ど
賑
や
か
な

文

化

祭

町
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
と
青
年

団
体
述
絡
協
級
会
的
合
同
文
化
祭
が

三
並
び
町
三
年
三
月
三
目
、
町
民
セ

ン
タ
ー
に
於
い
て
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
町
内
町
婦
人
と
青
年
が
、

日
こ
ろ
町
団
体
活
動
や
ザ
明
白
的
成
栄

を
も
ち
よ
り
、

一
緒
に
文
化
祭
を
開

〈
こ
と
か
ら
互
い
の
理
解
を
深
的
、

協
力
関
係
を
さ
ら
に
強
め
よ
う
と
、

今
回
で
凶
闘
自
の
附
似
と
な

っ
た
も

の
で
す
。

イマヌヱル教会前に立つ小皐真知子§ん

午
前
中
は
、

一
、
二
階
ロ
ビ
ー
で

ち
ぎ
り
絵
、
緯
い
「
る
み
、
陶
器
な

ど
手
町
込
ん
だ
立
派
な
手
づ
く
り
作

品
の
展
示
と
四
名
的
背
年
内
意
見
発

表
。
フ
ィ
ル
ム
学
期
出
と
し
て

「
ヒ
ロ

ンマ

・
ナ
ガ
サ
キ
L

が
上
映
さ
れ
、

戦
後
四
十
五
年
が
過
ぎ
、
平
和
ポ
ケ

し
た
私
た
ち
に
‘
酬
帖
争
の
悲
惨
さ
と

残
酷
さ
、
そ
し
て
唯
一
の
被
爆
国
と

し
て
‘
世
界
平
和
に
貢
献
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
再
恕
識
さ
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
出
芸
発
表
に
移
り
、

発
表
時
に
は
会
場
い

っ
ぱ

い
の
観
客

と
な
り
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
十
六
極

的
歌
や
踊
り
の
発
表
で
盛
り
あ
が
り

ま
し
た
。
保
育
所
幼
児
、
小
学
生
各

一
名
同
友
情
出
前
や
背
年
団
員
に
よ

る
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
魅
惑
の
演
奏
な
ど

も
披
露
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
出
身
者
が
出
る
と
お

ひ
ね
り
が
飛
ぶ
な
ど
、

一
目
、
多
彩

で
有
意
義
な
合
同
文
化
祭
を
た
く
さ

ん
の
人
た
ち
が
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

た〈さんの人が合同文化祭を
たのしみま Lた

1
 

9
 

〔



町
商
工
会
、
町
体
協
な
ど
十
団
体

共
慌
の
入
、
夢
づ
く
り
講
演
会
が
三

月
四
日
夜
、
'
町
民
セ
ン
タ
ー
に
満
員

同
約
六
百
人
の
聴
衆
を
集
め
て
聞
か

れ
ま
し
た
。

講
師
は
元

W
B
C
世
界
ラ
イ
ト
級

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ガ
ソ

ソ
石
松
氏
で
す
。

ポ
ク
ン
ン
グ
を
引
退
し
た
後
は
、
俳

優
と
し
て
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
だ
け
で
主

く
、
映
画
や
舞
台
に
も
出
演
、
執
筆

活
動
も
行
う
な
ど
持
ち
ま
え
の
ガ

y

y
で
活
路
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
夜
の
テ
!
?
は
寸
我
が
人
生
」

夢づくり諒3RZ
松氏 「載がメ人

ガッツ
• 

を
ユ
ー
モ
ア
を
交
、
え
な
が
ら
熱
弁
を

振
っ
て
い
ま
し
た
。

少

年

代

時

貧
苦
な
家
庭
に
育
ち
、
ガ
キ
大
将

と
し
て
、
ハ
シ
ッ
コ
ク
惑
い
こ
と
も
し

て
、
笹
察
等
に
も
注
意
を
受
け
る
こ

と
た
び
た
び
、
そ
ん
な
中
、
父
親
だ

け
に
は
怒
ら
れ
な
か
っ
た

「形
は
産

め
て
も
、
心
ま
で
産
め
ぬ
お
前
を
駄

目
だ
/
駄
目
だ
/
と
怒

っ
て
も
分
か

ら
な
い
だ
ろ
う
、
自
分
か
ら
気
が
つ

く
ま
で
駄
目
だ
と
思

っ
て
い
た
」
と

一古
う
こ
と
ば
に
目
さ
め
る
。
こ
の
時

代
に
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
過
し
て
、

学
校
で
は
学
べ
な
い
、
生
き
る
知
恵

を
学
ぶ
。

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
目
ざ
し
上
京

新
聞
配
達
を
し
て
貯
め
た
三
千
円

を
持
っ
て
上
京
。

一
年
間
ど
こ
の
ジ

ム
に
も
入
ら
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
職
業

を
体
験
、
電
車
に
乗
る
の
に
便
利
な

米
合
ジ
ム
へ
。
仕
事
は
サ
ボ
ソ
て
も

練
習
は
休
ま
辛
か

っ
た
ロ

(
ジ
ム
に

行
く
と
風
呂
が
タ
ダ
で
入
れ
る
の
を

元
W
B
C
世
界
ラ
イ
ト
級
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

く
っ
て
向
う
の
が
私
の
信
条
で
す
。

再
デ
ビ
ュ

ー
時
、
後
援
会
長
に
三

度
笠
と
岡
山
性
を
つ
け
る
た
め
庁

y
y

石
松
と
命
名
さ
れ
、
タ
イ
ト
ル
マ
ソ

チ
に
挑
戦
。
勝
っ
と
奇
跡
の
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
と
云
わ
れ
る
。
初
紡
衛
で
な

ん
と
巡
の
い
い
ボ
ク
サ
ー
、
三
度
目

で
「
さ
す
が
し
と
云
わ
れ
、
ガ
y

ツ
(ポ

ズ
)
和
製
英
語
の
元
祖
と
な
る
。

人

生

~JII 

頑
混 入
つ 生
ては
し、「

る運2
と否ょ

必天Z
ず j且ぷ
巡 L

カぜそ
向れ
いで

ても

ガ
ッ
ツ
石
松
さ
ん
「
我
が
人
生
」
を
講
演

ガッツ石松氏昭和24年 6月 5日生 まれ

栃木県出身(人を殴れば骨め られる 、パ ンツ

丁 で資本がいりない 、強くなればテレビに 出

句れる執がボクサー を正す 困でした。

昭和49年 4月】1目、 WBC世界ライト融チ ャ

ンピオ〆に以後連続 5回防衛。

全戦奈川1Jji!(31時(J7KO)14敗 6分

• • 

四
つ
薬
学
校
お
別
れ
会

感
謝
を
込
め
て
卒
業
生
を
送
る

っ
た
ら
た
く
さ
ん
の
友
達
を
つ
く
り
、

悩
ん
で
い
る
入
、
凶
っ
て
い
る
人
を

助
け
、
立
派
な
中
学
生
に
な
っ
て
下

さ
い
。
」

と
励
ま
し
の

こ
と
ば
を
贈

り
、
卒
業
生
も

一
人
ひ
と
り
、
数
々

の
思
い
出
や
感
動
し
た
こ
と
、
そ
し

て
誰
に
で
も
好
か
れ
る
四
つ
梨
学
校

に
し
て
下
さ
い
と
、

一
人
ひ
と
り
が

お
礼
や
希
望
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

段
後
に
全
員
で
寸
オ
リ
プ
の
首

飾
りし

他
曲
を
、
見
事
な
器
楽
出
奏

を
し
て
、
卒
業
生
と
の
別
れ
を
惜
し

ん
で
い
ま
し
た
。

四
つ
築
学
校
(
美
利
河

。
花
石

中
里
)
で
卒
業
生
を
送
る
会
を
二
月

二
十
二
日
に
、
中
里
小
学
校
内
多
目

的
ホ
l
ル
で
賑
や
か
に
併
し
ま
し
た
。

こ
と
し
の
卒
業
生
は
、
山
村
留
学

生
二
人
を
含
む
七
名
で
す
。
児
童
た

ち
が
中
心
と
な
り
レ
ク
リ

ェ
l
ンョ

ン
の
ド
y
チ
ボ

l
ル
や
ハ
ン
カ
チ
務

し
、
影
絵

「
セ
ロ
ひ
き
の
コ
ン
ュ
し

を
手
の
込
ん
だ
舞
台
装
置
と
巧
み
な

操
作
で
仲
間
的
感
嘆
を
得
て
い
ま
し

た
。続

い
て
在
校
生
が

「中
学
校
へ
行

毎
年
、
花
い
っ
ぱ
い

4
E
 

泉
ワ

担
皿
一
フ

川
フ

種

運

動

を

展

開

樋
川
温
泉
フ
ラ
ワ
ー
会
(
会
長

山
石
哲
雄
さん
会
員
十
=
一名
)
で
は
、

い
つ
も
位
川
温
泉
周
辺
等
に
、
季
節

に
合
わ
せ
た
、
色
と
り
と
り
の
花
を

楽
し
み
に
通
う
。
)
倒
さ
れ
て
も
三

秒
で
回
復
す
る
体
力
づ
く
り
、
途
中

な
ん
ど
も
く
じ
け
そ
う
に
な
る
。
寸中

途
半
端
で
や
め
て
し
ま
え
ば
、
み
ん

な
半
端
に
な
る
。

一
つ
の
こ
と
を

一

生
懸
命
や
り
通
う
せ
ば
、
な
ん
で
も

で
き
る
人
に
な
れ
る
し
と
普
い
練
習

に
励
む
。

基
礎
づ
く
り
が
大
事

試
合
に
勝
つ
た
め
に
は
心
・技
・

体
の
充
実
が
大
事
。
朝
、
タ
十
J
を

走
り
基
礎
体
力
を
養
う
。
悲
礎
を
つ

舶
、ぇ
、
通
行
人
や
温
泉
入
浴
客
の
心

を
和
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
会
は
、
昭
和
六
十
年
に
花
の

好
き
な
愛
す
る
人
た
ち
が
集
ま
り
、

極
川
唯

一
円
恕
的
場
に
花
を
植
え
よ

う
と
会
を
つ
く

っ
て
活
動
し
た
の
が

初
ま
り
で
す
。
現
在
メ
ン
バ
ー
十
三

名
の
方
が
花
の
極
、
苗
な
ど
を
自
費

で
購
入
し
て
、
毎
年
、
工
夫
を
凝
ら

し
、
丹
精
を
込
め
て
色
と
り
ど
り
の

き
れ
い
な
花
を
映
か
せ
て
く
れ
て
い

ま
す
。

一
月
十
九
日
に
総
会
を
開
催
し
て
、

反
省
と
新
年
の
事
業
計
画
を
熱
心
に

話
し
合

っ
て
い
ま
し
た
。

く
る
。
私
の
好
き
な
こ
と
ば
「
人
間

f
c
三
智

万
事
審
翁
が
馬
」
な
に
が
禍
に
、
福

に
な
る
か
分
か
ら
な
い
。
駄
目
な
と

さ
こ
そ
頑
張
る
の
が
人
生
、
ど
ん
ど

ん
勉
強
し
て
、
い
い
も
の
は
と

っ
て

悪
い
も
の
は
排
除
、
目
標
を
持

っ
て

努
力
す
れ
ば
、
い
つ
か
は
到
着
で
き

丸山。
。寸

税
を
大
事
に
、
執
の
い
主
い
人
は

先
祖
を
大
事
に
」
と
話
し
、
最
後
を

結
ん
で
い
ま
し
た
。• • 

交
通
安
全
を

ド
ラ
イ
バ
ー
に
呼
び
か
け
る
が
一

三
月
二
十
三
日
、役
場
前
国
道
で
、

今
金
保
育
所
新
入
学
児
一二
十
六
名
が

国
道
を
通
行
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
、

大
き
な
声
で
交
通
安
全
を
呼
び
か
け

て
い
ま
し
た
。

今金町赤十字奉住団

手
作
り
の
品

で

愛

の

訪

問

今
金
町
赤
十
字
奉
仕
団

(団
員
六

十
五
名
)
で
は

「独
居
老
人
愛
の
訪

問
」
を
今
年
も
三
月
十
六
日
に
行
い
、

訪
れ
た
人
達
(
六
十
九
名
)
に
大
変

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
昭
和
五
十
四
年
度
か
ら
は

じ
め
た
も
の
で
、
年

一
囲
内
訪
問
を

し
て
い
る
も
の
で
す
。
今
年
も
団
貝

手
作
り
の
牛
乳
パ
ソ
ク
を
利
用
し
た

八
角
形
の
く
ず
か
ご
、
手
編
み
の
く

つ
下
カ
バ

l
等
に
テ
ィ

y

ン
ユ
と
お

美
試利
験河
;甚fタ
水tム
はの
じ
ま
る

〕0
 

1
 

〔

席、

多
目
的
ダ
ム
と
し
て
昭
和
五
十
四

年
度
よ
り
建
設
が
進
め
ら
れ
て
お
り

ま
し
た
、

英
利
河
タ
ム
の
堤
体
及
び

貯
水
池
内
周
辺
工
事
が
完
了
し、

二

月
二
十
八
日
午
前
十
一
時
十
分
、
ダ

ム
関
係
者
多
数
見
守
る
中
、
本
ゲ

ト
が
締
切
ら
れ
、
待
望
・
喜
び
の
試

験
湛
水
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

五
月
中
頃
と
予
定
さ
れ
て
い
る
サ

チ

ヤ

ジ

水

位

(貯
水
の

一
番
高

い
水
位
)
が
楽
し
み
で
す
。

な
お
、
当
日
は
ニ
ジ
マ
ス
株
缶
百

匹
、
ヤ
マ
ベ
稚
魚
千
匹
が
記
念
に
ダ

ム
上
流
に
各
々
放
流
さ
れ
ま
し
た
。

や
つ
を
添
え
、
お
土
産
に
し
て
話
し

相
手
等
に
な

っ
て
い
る
も
の
で
す
。

同
奉
仕
団
で
は
他
に
、
古
切
手
の

収
集
、
消
姉
奉
仕
、
稲
祉
施
設
の
訪

問
奉
仕
、
社
協
で
実
施
し
て
い
る
入

浴
サ
ビ
ス
の
お
手
伝
い
、
花
壇
作

り
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
社
会
奉
仕
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
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一年間の思~J出を胸に古里ヘ-・…

ア人の山村留学生/ さようなら

山
村
留
学
生
七
名
は
、
昨
年
四
月
四
自
の
始
業
式
に
始
ま
り
、
力
い

っ
ぱ
い
走
っ
た
運
動
会
や
祭
り
で
の
お
み
こ
し
担
ぎ
。
炊
事
遠
足
-
、
キ

ャ
ン
プ
で
の
き
も
試
し
、
学
芸
会
、
ス
キ
l
大
会
な
ど
、
地
域
の
人
達

と
ふ
れ
合
い
な
が
ら
費
利
河
町
大
自
然
の
中
で
学
ん
だ
、
体
験
し
た
数

々
の
思
い
出
を
胸
に
三
月
二
十
二
日
の
卒
業
式

(修

7
式
)
を
最
後
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
古
里
へ
帰
り
ま
し
た
。

多
感
な
時
期
、
美
利
河
で
の
生
活
は
一
生
の
思
い
出
と
し
て
、
い
つ

ま
で
も
胸
に
刻
み
込
ま
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
い
つ

の
日
か
、
思
い
出

の
地
に
連
れ
だ
っ
て
、
再
訪
さ
れ
る
こ
と
を
待
望
し
て
い
ま
す
。

lOs 10日高い木ι葺ってニ 〈わ取り

匹前¥.¥¥1.¥¥¥がをれい
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画
面
画
圃
圃
圏

町
教
室
も
き
れ
い
だ

っ
た
け
ど
、
今

に
な

っ
て
見
て
み
る
と
、
ほ
と
ん
ど

ゴ
ミ
だ
ら
け
だ
な
あ
と
思
っ
た
。
一

学
期
、
一
一
学
期
、
三
学
期
そ
の
中
で

も
一
番
思
い
出
に
の
こ
っ
た
の
は
、

お
と
ま
り
会
で
す
。
夜
に
は
、
み
ん

な
で
ゲ
ム
を
し
て
楽
し
か

っ
た
け

ど
、
五
年
の
教
室
で
床
に
ね
た
こ
と

が
ち
ょ

っ
と
い
や
だ

っ
た
.

最
初
に
こ
こ
に
来
た
時
に
は
、
こ
次
円
思
い
出
は
、
お
宿
屋
さ
ん
ご
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c
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eH

骨
組
合
の
教
育
委
民
、
審
査
口
、

受

。
線
の

愛

の

附

を

務

め

る

な

ど

家

業

に

忙

し

い

傍

一

ル
ヘ
ン
を
股
間

M

H

1

目

ー

は
ら
、
町
内
各
イ
ベ
ン
ト
に
も
リ
!
日

目

昭

和

町

鷲

野

竹

春

♂
刷
ダ
ー
と
し
て
活
服
し
て
い
ま
す
。

甲

山

崎
野
さ
ん
は
W
第
叫
回
全
道
理
容
テ
レ
ビ
の
天
気
予
報
で
東
経
1
4
点

目
競
技
大
会
、
第
二
部
門
(
レ
デ
ィ
ス

0
線
が
今
金
町
を
通
り
、
東
京
湾
に

山

叫
部
門
)
で
優
勝
。
全
国
大
会
へ
。
そ
抜
け
る
こ
と
に
着
目
。
1
4
0
線
愛

一

一
円
研
究
心
と
技
術
を
か
わ
れ
道
南
理
的
メ
ル
ヘ
ン
と
し
て
今
金
の

p
-
R
一

明

を
。
こ
れ
は
子
供
た
ち
が
大
自
然
的

日

一

]

中
で
楽
し
み
、
そ
し
て
町
づ
く
り
速

一

F

動
に
と
考
え
て
い
る
も
の
で
す
。

目

白

昨
年
、
伊
達
市
か
ら
五
訂
の
ポ

l
…

r

i
l-

-

リ
ン
グ
の

ピ
ン
を
購
入
.
1
4
日U
線
引

:‘
、宗

JMr'

上
の
地
主
的
方
に
協
力
を
願
っ
て
、

山

ま
同

ihι
」

一

仲
間
と

一
絡
に

-
t
yチ
フ
レ

l
…

nd

，E白wrEι
駄
目

ズ
や
絵
脱
線
を
あ
し
ら
い
、
同
さ
六

一

E
e
a
a網
“
‘
可
可
一

H
川
町
モ
ニ
メ
ン
ト
を
八
月
ま
で
に
建

叶

乱
調

-

F

て
よ
う
と
計
画
中
で
す
。
ど
ん
な
も
何

頑
一
I
l
l
-
-
M
h
F

の
が
で
き
る
か
楽
し
み
に
し
ま
し
ょ

…

“

、叶，
F

M

戸

Z
9
ZJP・A・
3
・京・
1
・
事
多
包
，

y
，旨

9
k
'
k
d
F
R
e
t
K4
2
4
2・2
6
z
'
Y
P
R
Z
3
2
6
h
a
A
8
2
t
-
sd・

-ι

美
利
河
の
思
い
出

美
利
河
小
五
年

吉

川

摩
由
さん

8月20目、牛のお産をみん主で手伝う

っ
こ
で
す
。
最
初
は
み
ん
な
雑
貨
屋

に
い

っ
て
ひ
ま
だ
な
あ
と
思

っ
た
ら

あ
と
か
ら
少
し
ず
つ
お
客
さ
ん
が
来

た
な
あ
と
思

っ
た
ら
、
い

っ
き
に
た

く
さ
ん
来
て
、

一
番
最
初
に
な
く
な

っ
た
の
は
ケ
ー
キ
で
す
。
そ
れ
か
ら

ま
た
お
客
が
少
し
へ

っ
て
来
た
け
ど
、

少
し
は
い
ま
し
た
。
お
わ

っ
て
み
る

と
売
れ
伐
っ
た
の
は
、
紅
茶
と
コ
ー

ヒ
ー
だ
け
で
、
て
っ
き
り
売
れ
残
る

と
思
っ
て
い
た
ホ
ソ
ト
ケ
ー
キ
も
ぜ

ん
よ
売
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

た
い
へ
ん
だ

っ
た
こ
と
は
‘
球
技

大
会
同
パ
ス
ケ
ソ
ト
ポ
ー
ん
で
し
た
.

学
校
で
練
習
中
に
左
手
の
小
曲
ぴ
を

つ
き
ゅ
び
し
て
、
ポ
ー
ル
が
あ
ま
り

自
由
に
う
ご
か
な
か

っ
た
こ
と
で
し

た
。
し
あ
い
ち
か
く
に
な
る
と
な
お

っ
て
き
ま
し
た
。

次
に
た
い
へ
ん
だ

っ
た
こ
と
は
、

ス
キ

l
遠
足
で
す
。
で
も
そ
れ
は
歩

く
ス
キ

l
で
美
利
河
温
泉
町
方
を
ず

っ
と
あ
る
い
て
い
っ
て
き
ま
し
た
。

で
も
、
す
っ
ご
く
つ
か
れ
た
な
あ
と

は
、
思
い
ま
せ
ん
。
で
も
や
っ
ぱ
り

ち
ょ

っ
と
は
つ
か
れ
た
な
あ
と
思
い

ま
し
た
。

次
に
.
楽
し
か

っ
た
こ
と
や
た
い

「
み
ん
な
の
広
混
」
は
、
町
民

的
皆
さ
ん
に
投
稿
し
て
い
た
だ
い

た
作
品
を
紹
介
し
た
り
、
皆
さ
ん

の
伝
言
を
お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
。

丸山良樺九写真提供
10月14日、落葉でさつまいもを焼〈

』

3月22目、字輯式(修7式)で種目光を全員で合唱

• 
へ
ん
だ
っ
た
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る

の
で
、
え
ら
べ
な
い
け
ど
英
利
河
に

来
て
よ
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
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，お

知

ら

川せ
、

今
金
町
衛
生
委
員
会

の
役
員
が
改
選
に

一
月
三
十
日
付
で
今
金
町
衛
生
委

員
会
的
役
員
が
次
の
と
お
り
改
選
さ

れ
ま
し
た
。

会

長

刷
会
長

山梨 小 加記
111 
}:，~ Jii 

蛸 幸 朗I

彦劃tJ!l保

11 

山

理

tl:; 

本

模診を受けて明るい健康づくり

(町民福祉課衛生係 国保係)

4月みんな

恐l

司王

rri古正弘夫

木戸I大

};T~ 端脇

克称一英敏

11 11 
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成甘凹

UI 

‘ある自のあなた.写真をき Lあげます

山

学
生
も
二
十
議
に

な
っ
た
ら
国
民
年
金

凶
月

一
日
か
ら
二
十
歳
以
上
向
学

生
め
皆
さ
ん
も
全
只
国
民
年
金
に
加

入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
万
一
、
在
学
中
に

ケ
ガ
や
病
気
で
障
害
を
負
っ
た
と
き

に
も
障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
将
来
、
満
額
の
老
齢

基
億
年
金
が
受
け
ら
れ
る
よ
、
フ
に
な

り
ま
す
。

加
入
手
続
き
は
、
二
十
歳
に
な
っ

た
ら
住
民
票
の
あ
る
市
区
町
村
町
国

民
年
金
係
に
届
出
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

保
険
料
は
、
学
生
本
人
ま
た
は
親

喝
が
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

学
生
と
い
う
特
殊
な
事
情
を
考
慮
し

て
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
縦

で
あ
る
場
合
に
は
.
申
前
す
る
こ
と

に
よ
り
保
険
料
を
免
除
さ
れ
る
方
法

も
あ
り
ま
す
の
で
、
未
納
の
ま
ま
に

し
な
い
で
、
役
場
年
金
係
ま
た
は
社

会
保
険
事
務
所
で
ご
相
談
し
て
く
だ

虫
、
ぃ
.

全長高橋保

〈町
民
福
祉
課
年
金
係
v

• • 
四
月
か
ら
国
民
年
金

保
険
料
が
改
定
に
な
り
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
納
は
、
平
成
三

年
四
月
か
ら
月
制
九
千
円

(
旧
八
千

凶
百
円
)
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
制
度
を
健
全
に
運
営
し

て
い
く
た
め
の
保
険
料
の
改
定
で
す

の
で
、
ご
型
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

四
月
か
ら
町
水
道
の
メ
ー
タ

ー
検
針
回
数
と
納
付
書

の
内

釈
が
変
わ
り
ま
す

平
成
三
年
三
月
か
ら
毎
月
メ
ー
タ

ー
検
針
を
実
施

(但
し

一
月
、
二
月

を
除
く
)
し
て
、
水
道
使
用
料
を
納

入
し
て
い
た
だ
〈
こ
と
に
な
り
ま
す
。

町
木
造
ご
利
用
者
の
方
向
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
.

記

一
、
平
成
三
年
四
月
分
は
、
前
年
の

十
二
月
か
ら
三
月
ま
で
の
超

過
料
金
と
当
月
分
の
基
本
料

金
を
合
算
し
た
納
付
舎
を
発

送
。
(
翌
年
四
月
分
に
つ
い
て

は、

一
月
か
ら
三
月
分
的
組

泊
料
金
と
基
本
料
金
の
合
鈎

領
内
納
付
舎
に
な
り
ま
す
。
)

二
、
五
月
分
か
ら
翌
年
の
一
月

分
ま
で
は
、
前
月
分
の
超
過

料
金
と
当
月
分
の
基
本
料
金

内
合
斜
の
納
付
岱
を
発
送
。

三
、
二
、
三
月
分
は
、
基
本
料

金
の
み
の
納
付
舎
を
発
送
。

以
上
の
と
お
り
変
更
に
な
り

ま
す
、
不
明
な
点
は
係
へ
問
い

合
わ
せ
願
い
ま
す
。〈木

道
課
水
道
係
v 社会福祉協議会だより 3. 3. 10 

脅さ光町里学凶、盟奔園 社会福祉協続会へ円多聞町
ごを仔附ありがとヲございま Lた.

(敬称略J

〈画睡市〉 花石圭人クラプ

畠 図 勝 日毎 花 石 蹄 人 全
〈北桔山町〉 今金町教華社会教育課
尾 野 ヲ号 吉 神丘老人クラブ

桂山北高告唱部 つ J; ら 屋

車 谷 純 夫 自 揖 生 主

〈今金町〉 富 図 月提

今金民語研友会 杉 本 あ も通

大 書 啓太開

〕4
 

1
 

〔

交
通
ル
ル
を
具
体
的
に
教

え
さ
テ
し
ょ
‘
っ
.

歩
き

子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止

長
い
冬
の
生
活
か
ら
解
放
さ
れ
、

戸
外
で
遊
ぶ
子
ど
も
の
姿
が
多
く
な

り
ま
し
た
。

こ
の
時
期
は
横
断
歩
道
的
機
示
が

一
部
消
え
て
い
た
り
、
通
学
に
不
悦

れ
な
新
入
学
児
町
通
行
が
増
え
る
た

め
、
例
年
子
ど
も
が
被
害
者
と
な
る

事
故
が
多
く
発
生
し
ま
す
。

運
転
者
は
、
子
ど
も
の
行
動
に
は

十
分
注
意
を
し
、
子
ど
も
の
近
く
で

は

一
照
的
ス
ピ
ー
ド

・
ダ
ウ
ン
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

お
母
さ
ん
は
、• • 

〈
北
絵
山
警
察
署
〉

献
血
の
お
知
ら
せ

献
血
の
日
で

子
ど
も
と
一
緒
に

四
月
十
八
日
附
は
、

す
。保

血
の
前
に
は
、
必
ず
医
師
が
診

察
い
た
し
ま
す
。
一
回
二
百
J
川町(
四

百
J
H
M
も
可
能
)
の
献
血
は
、
あ
を

た
の
健
康
に
さ
し
っ
か
え
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

戸
L
M

告
町

一
、
役
場
前

9

∞i
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農
協
横

H

河
川

l
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〈
町
民
柄
祉
課
衛
生
係
〉

項 目 対 象 者 実施日 時 間 対象地区 実施全場 備 考

1日開)

8日開)
老人福祉① 般 相談 全 住 民 10 : 00-15 : 00 全地区 保他折導健康相政

15日開
センター

22日明)

② 妊 婦 相談 妊 緑 の 方 9日ω受 付時間
H 町民センタ

尿検査.血植検査
12: 45-13: 15 助産蝿指導歯科指導

③ 乳 児 相談 生後 6、 9ヶ月児 11日同
受 付時1111

H H 保健指導健康相談13 : 00-13 : 30 

16日以)
e受イ寸"年u¥l

下地区 国 保 病院13: 20-13: 30 

④ ポリオ予防接種 生後 3-24ヶ月児 17日同
受 付時間

市街地 町民センター12 : 50-13 : 00 

19日樹
受付時1:11

上地区 富田医院13 : 20-13 : 30 

⑤ 育 児 講座 生桂 3 ヶ月児 18日同
受 付時間

全地区 町民センタ 保健指導健康相誠9 : 30-10 : 00 

⑥ 手L 児 健 5開ti 生後4、7、10、12ヶ月 18日制 'st付"キ間
H H 

身体計測、島県、歯科指
12: 30-13: 00 導、栄華指導、保瞳指導

⑦ 股 脱 健 き回〆八 生雄2ヶ月と25日以上の幼児 お日以) 13: 00-14: 00 H 今金保健所 股閣町jX組出品話

今金中学校l、2年生 238(;1() 今金中学校
yベル7リン匡応轍査

今金小学校l、2年生 24日制 今金小学校
⑧ 11 : 20-

ツベル7リン按判定
今金中学校 1，2年生 25日術 今金中学校

B C G 種
今金小学校l、2年生 26日幽 今金小学校

⑨ 無医地区巡回診療 全 住 民 お日同
受付時 間

全 地 区 町民センター 診療科目 整形外科]4: 30-15: 00 

⑬ 3 歳児健診 生後3歳2.3、4ヶ月児 25日備
受付時1111

H 11 
身体計測、 検庫、診串

12 : 30-13 : 00 也If描且栄樹鴇且樹首導

美
利
河
小
の
山
村
留
学
が

u
h
b
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
特
別
番
組

と
し
て
放
送
さ
れ
ま
す

児
輩
が
丸
山
明

子
さ
ん
一
人
に
な

り、

存
続
か
休
校

か
に
ゆ
れ
た
美
利

河
小
学
校
に
遠
く

は
九
州
福
岡
県
を

は
じ
め
、
七
名
の

児
童
が
山
村
間
学

生
と
し
て
来
町
。

夏
は
、
日
本

一

の
消
流
で
思
い
つ

き
り
川
遊
び
、
冬
は
、
新
し
く
オ
プ
ン
し
た
ス
キ

l

場
で
、
ス
キ
ー
を
楽
し
む
な
ど
、
英
利
河
で

一
年
間
を

過
ご
し
た
子
供
遥
に
ど
ん
な
笑
顔
が
育
っ
て
い
っ

た
か
。

ど
ん
な
た
く
ま
し
さ
を
身
に
つ
け
て
い

っ
た
か
.
美
利

河
に
生
ま
れ
て
育

っ
た
、
丸
山
明
子
さ
ん
の
眼
を
過
し

て
、
彼
ら
八
人
の
仲
間
の
一
年
聞
を
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
特
別
番
組
と
し
て
放
送
き
れ
ま
す
。

是
非
、
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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u
h
b
T
V
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
特
別

『美
利
河
の
春

・
明
子
ち
ゃ
ん
と
七

一、

番
組
名

番
組

(仮
題
)

人
の
仲
間
た
ち
』

二
、
放
送
日
時

平
成
三
年
五
月
六
日

(
月
)
午
前
十

時
三
十
分
i
同
十

一
時
二
十
五
分
(
五
十
五
分
枠
)

三
、
放
送
地
域

北
海
道
ロ
ー
カ
ル
め
全
道
ネ
y
ト
放

送
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ぎめやか君 事

持参J

4月の体目当番医

金)ft②0221

院(瀬棚)ft⑦3021

北桧山町国保病院(北桧山)宮④5321

今金町国保病院(今

楢崎病

7日

14日

院(今金)含②0324回医

病

ー品
21日

28日

院(北桧山)ft④5011平29日

令や~。住民の副館や令令

前月対比

(-5 ) 

(-2 ) 

(-3 ) 

(+ 3 ) 

2月末現在

7，850人

3，802人

4，048人

2，488世帯

人口

男

女

世帯数

iQおたんじようおめでとう

若山芽衣"....2月12日(省一ぷ長女)末広町

野藤遼太'>0....2月26日(雅史ぷ長男)大和町

置面、ん3月7日(忠広f長男)目的出町
ほやと

隼人"0....3月12日(宏ぷ 2男)旭 町

矧いつまでもおしあわせに

%竹内公志弘(高要町)=宮越明美江(財閥)

% 中山一浩江(鈴壷)=山鹿 忍江(組曲町)

予is森川 等 、ん(同川)=佐々木和干さん(末広町)

~律

小I11

ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
で

続
々
と
研
修
会
開
催
さ
れ
る

1
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〔

町

影

代

河

町

町

東

御

上
美

東

南

中里

金原宮前

回

平11

栄

圏おくやみもうしあげます
川原正雄 ~J..， 2月24日 56歳

在さん 2月24日 79歳

号江 3月5日 82歳
重弘 3月5日 74歳
?江 3月12日 77歳

宣" 3月16日 95歳
仏弘 3月21日 78歳

'lt'， 3月22日 61歳
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八

4
t
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末
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発
行
/
北
海
道
合
金
町
役
場
制
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ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
で
は
、
昨
年

十
二
月
二
十
五
日
開
業
以
来
.
桜
島

桧
山
広
報
研
修
会
、
今
金
町
民
用
地

利
用
組
合
合
同
研
修
会
、
管
内
高
麗

担
当
者
会
識
な
ど
、
町
内
外
を
対
象

に
し
た
研
修
会
が
、
あ
い
つ
い
で
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

編
一集
一後
一記

V
昨
年
同
秋
、

子
供
述
が
大
人
的
指

導
で
河
川
敷
で
空
き
缶
な
ど
ゴ

ミ
拾

い
を
し
て
い
ま
し
た
。
一
服
休
み
と

な
り
、
一
人
的
中
学
生
が
ジ
ュ
ー
ス

を
飲
み
終
え
る
と

「
お
じ
さ
ん
、
こ

の
空
き
缶
ど
う
し
た
ら
い
い

の
?
」

と
聞
き
ま
す
.
山
泣
き
缶
を
入
れ
た
ゴ

ミ
袋
を
自
分
が
持

っ
て

い
る
の
に
聞

く
の
で
す
。
私
た
ち
の
子
供
向
頃
と

は
異
質
な
印
象
を
強
く
感
じ
さ
せ
る
、

考
え
さ
せ
ら
れ
る
で
き
ご
と
で
し
た
。

今
回
、
ガ

y
y
石
松
きん
の
講
演
を
聴

き
、
自
然
的
中
で
、
遊
び
町
中
で
生

き
る
た
め
の
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ

と
云

っ
て
お
り
ま
し
た
.

新
入
学
時
期
を
迎
え
、
画

一
さ
れ

た
子
供
が
た
く
さ
ん
育
つ
中
で
、
ガ

ソ
ツ
石
松
ぷ
め
よ
う
な
個
性
向
且
か
な
、

庁

y
ツ
円
あ
る
子
供
が

一
人
で
も
多

〈
出
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
.

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


